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研究成果の概要（和文）：成人肥満率が増加を続けるミクロネシアにおいて、肥満対策行動と「将来の期待効用の現在
価値（将来への希望）」の関係を明らかにすることを最終目的とし、本研究ではその第一段階として「将来の期待効用
の現在価値」の定量的測定指標の開発を試みた。最初に、人々の肥満に対する知識、意識、価値観に関する定説的調査
を行った。ここでは「現状の許容」が観察され、これら結果を指標項目に反映させて「個人の社会経済的因子」および
「環境としての社会因子」と、「将来の期待効用の現在価値」の関係性を検討するための定量的調査を行った。「個人
の社会経済的因子」は「将来の期待効用の現在価値」として設定した項目との有意な関与が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the relationship between obesity prevention behaviors 
and "present values for expectations for the future" in Micronesia where the adult obesity rate has kept 
increase. As the first phase, we attempted to develop indicators. Prior to the indicator development, a 
qualitative study was conducted to grasp people’s knowledge, attitudes and values concerning obesity. 
The study brought "acceptance of the status quo" as the major value of the people in the study area. It 
was reflected into a questionnaire to measure "individuals' socio-economic factors", "environmental 
social factors" and "acceptance of the status quo". The questionnaire survey suggested some significant 
associations between "individuals’ socio-economic factors" and "Acceptance of the status quo".

研究分野： 国際保健栄養学
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１．研究開始当初の背景 
2012年 5月にWHOが公表したWorld Health 

Statistics 2012 では、世界の成人肥満
（BMI>30）人口は 10％を超え（男性 10％、
女性 14％）、高血圧と診断される世界人口の
割合は 25％に達していることが報告された
（男性 29.2％、女性 24.8％）。肥満大国と知
られるアメリカの成人肥満率（男性 30.2％、
女性 33.2％）を大きく上回るのは、若干数の
中東地域の国の他はすべて大洋州の島嶼国
であった。ミクロネシアにおいては特に女性
の肥満率が50％を超えていた（男性30.9％、
女性 53.4％）。高い肥満率の背景として、第
二次世界大戦後の急激な輸入食品の増加と
欧米型食習慣の定着により大きく変化した
人々の食習慣が第一に指摘される。2008 年に
ミクロネシアで行われたWHO主導の調査によ
り、高い肥満率、並びにその他の生活習慣病
有病率が具体的に明らかになった際には「ロ
ーカル食の見直し」が提案され、ミクロネシ
ア連邦保健省のもとで全国的な普及活動が
展開された 5)。食事改善や運動による肥満対
策の試みが住民の中で徐々に広がってはい
るものの、肥満人口の低下には至っていない。 
ミクロネシアでの健康問題は生活習慣病

だけではない。2004 年の統計では成人全体の
自殺者割合は 15.1/10 万人であり 2)、途上国
の中では一際高い。戦後、特に 15～24 歳の
年齢層で高い自殺率が増加し、1980 年代後半
には 150/10 万人を超えていたことも報告さ
れている 8)。自殺には、家族問題、地域・社
会における人間関係、経済状況や政治変動な
ど様々な環境要因が影響すると考えらえて
いるが、Hamermesh & Soss（1974）の理論モ
デルでは、自殺には「将来の期待効用の現在
価値」もまた影響因子とされている 3)。この
ことは、「将来への希望が持てない」ことが
自殺の背景に存在し得るということになる。
糖尿病治療の行動療法については、心理的要
因が関与しているとの研究結果も示されて
おり、肥満においても、心理的要因に影響を
受けると報告されている。一見それぞれが独
立した健康問題に見える肥満と自殺の背景
に共通して、「将来の期待効用の現在価値」、
すなわち「将来への希望」といった個人の心
理的要素を醸成する社会経済的要因が存在
すると考えることができる。 

 
２．研究の目的 
ミクロネシアにおいて、肥満対策行動と

「将来の期待効用の現在価値」の関係を明ら
かにすることを最終目的とし、本研究ではそ

の第一段階として「将来の期待効用の現在価
値」の定量的測定指標の開発と、妥当性・再
現性の検討を目的とする。 
 
３．研究の方法 
肥満対策行動と「将来の期待効用の現在価

値」の関係を明らかにするための第一段階と
して、「将来の期待効用の現在価値」定量的
測定指標の開発、および記述疫学的研究を以
下の手順で行う。 
 

１） 文献レビュー 
既存の社会心理モデル指標、健康行動モ
デル指標をレビューし、「将来の期待効
用の現在価値」が評価可能な指標候補の
選定を行った。 

２）定説的調査 
１．で選定した指標候補がミクロネシア
で使用可能であるかを検討し、修正して
いくため「個人の社会経済因子」と「環
境としての社会」の枠組みから、評価・
測定が有効な「社会経済的決定要因」の
探索する：フォーカス・グループ・ディ
スカッションと参与観察によって実施
した。 
2014 年調査は、ポンペイ島に住む 18

～69 歳を対象としたフォーカスグルー
プ・ディスカッション（FGD）手法を用
いて実施した。FGD 参加者は計 33 名、居
住地域別、性別、年代別の特徴が把握で
きる６つのグループを編成して行った。 
 FGD 結果の分析については、まず音

声データをテープ起こしし、次に発話を
フレーズ化した。フレーズ化したテキス
トデータは、オープンコード化、および、
肥満を中心健康問題と捉えた「健康信念
モデル（Health Belief Model）」構成項
目でのコード化の２段階コーディング
を行った。その後、テーマ的分析手法に
より、コード化したデータの集まりから
浮上する共通のテーマを見出していっ
た。 
 

３）定量的調査 
２．に結果に基づいて、１．で選定して
いた「将来の期待効果の現在価値」指標
を修正、修正した指標を用いた肥満対策
行動の要因調査ツール(構造化質問票)
の作成し、この質問票による定量調査を
行った。 
2015 年、ポンペイ島住む 18～69 歳を

対象として、州内 5つの保健センターご



とに住民台帳を用いて対象者200名無作
為抽出し、質問票調査を実施した。 

 
４．研究成果 
 
１）肥満となる要因 
肥満となる原因は大別して「食べ過ぎ」と

「運動不足」であることは明確に理解されて
おり、女性グループでは、都市部、地方部共
通して、妊娠・出産が太り始めるきっかけと
考えられていた。ポンペイでの家族計画は、
途上国の多くで使用されているデポ・プロベ
ラ（Depo-Provera）という、1 回注射で 3 ヵ
月間高い効果が持続する避妊薬の使用が一
般的となっている。この避妊薬は、頭痛、倦
怠感、鬱などの副作用の他、急速な体重増加
が生じることが報告されている。また、妊娠
および授乳期間の食事量の増加は母子の健
康上当然のことであるが、女性グループのデ
ィスカッションの中では、この期間に 20kg
前後の体重増加は「通常」と認識されている
ことがわかった。さらに島では妊婦に対して、
家族や友人による過剰な食事摂取量増加支
援と，家族心理を考慮した保健スタッフは妊
娠・授乳期の女性に積極的な体重コントロー
ルのための指導を行えていないことなどが
観察された。 
 
２）太っていることの利点 
太っていることの利点として、６グループ

共通して、「裕福に見える」「精神的に健康の
ように見える」「体力があるように見える」
といったテーマにつながる発話が多く、太っ
ていることは精神的な健全さの象徴と捉え
られていることが伺えた。男性は妻が太って
いることが夫のステイタスと考え、女性は男
性の好みを気にかける発言が多く、女性では
「ポンペイの男性は太っている女性を好む」
といった、伝統的価値観が維持されている状
況が伺えた（表１）。 
 
表１ Advantages of obesity 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）太っていることの不利点 
不利点として、肥満は病気のリスク要因で

あることはよく理解されていることが伺え
た。特に若い世代では、「映画などに出てく
るスリムな女性の方がかっこいい」といった

テーマの浮上など、スリムな体型でいること
への肯定感が強く現れる発話が多く、海外由
来の新しい価値観が伺えた（表 2）。 
 
表 2 Disadvantages of obesity 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）減量の難しさ 
減量の難しさに、全グループ共通して食事

コントロールが挙げられた。運動については
「できる！」とポジティブな意識を持つ人が
全体的に多くみられた一方、できるのにしな
い理由として、島の人々にとって運動は、カ
ラフルなスポーツウェアでジョギングする
ことというイメージが強く、その姿は全世代
で「滑稽」と捉えられていた。「Mehn wai（外
国人）のようにスポーツウェアを着てジョギ
ングする姿はカッコ悪い」といった価値観は
すべての世代に共通しており、上記「海外由
来の新しい価値観」が存在すると思われた若
者世代においても、伝統的価値観が維持され
ていることが観察された（表 3）。 
 
表 3  Difficulties of weight control 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定説的調査においては、居住地域による意

識の差は観察されず、男女異なるグループで
も共通していた意識は、肥満は生活習慣病の
リスク要因の一つであると認識しながらも
「太っている方が裕福に見える」「太ってい
る方が異性に好まれる」といった肥満に対し
て好意的なものであり、伝統的価値観が維持
されている状況が伺えた。一方、若い年代で
は肥満のない適正体型に対して好意的な意
見が多く発せられ、これらの意見の背景には
「スリムな方がカッコイイ」という海外由来



の新しい価値観も伺えた。世代によって異な
る価値観の混在が観察される一方で、「Mehn 
wai（外国人）のようにスポーツウェアを着
てジョギングする姿はカッコ悪い」といった
価値観はすべての世代に共通していた。肥満
対策として、その健康リスクに関する知識の
普及にとどまらず、異なる価値観が混在する
人々の肥満に対する「意識」を把握した上で
何に働きかけるのかを熟考する必要性が示
唆された。 
 
定量的調査結果については、現時点では暫

定的な分析が終了した段階であり、「個人の
社会経済的因子」は「将来の期待効用の現在
価値」として設定した項目との有意な関与が
示唆されているが、スコアリング方法の見直
しが必要と思われる項目が存在し、今後先行
研究などを参考にスコアリング方法を再検
討して分析作業を進めていく。 
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